
　
静
岡
県
・
富
士
市
立
高
校
は
、
２
０
１
１

年
の
開
校
以
来
、
地
域
の
人
々
と
協
働
し
て

学
校
づ
く
り
を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
を
教
育
理
念
の
１
つ
と
し
て
掲

げ
、
地
域
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
地
域
の
未
就
園
児
と
の
交
流
事
業
や
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
協
働
で
行
う
サ
ッ

カ
ー
教
室
、
そ
し
て
市
役
所
と
の
連
携
に
よ

る
英
会
話
教
室
な
ど
、
行
政
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協

力
の
下
、
地
域
と
の
交
流
を
学
校
と
し
て
主

体
的
に
深
め
て
き
た
。
近
年
は
同
校
の
取
り

組
み
が
地
域
に
認
知
さ
れ
、
市
役
所
や
企
業

の
事
業
に
高
校
生
を
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
と

い
っ
た
学
校
へ
の
依
頼
が
増
加
し
、
積
極
的

に
生
徒
を
地
域
へ
と
送
り
出
し
て
い
る
。

　
富
士
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
で
、
富
士

市
立
高
校
の
教
育
推
進
と
広
報
活
動
を
担
当

す
る
滝
陽
介
先
生
は
、「
将
来
の
富
士
市
を

担
う
人
材
を
育
成
し
た
い
と
い
う
行
政
と
、

地域に開かれた「コミュニティ・ハイスクール」として、様々な地域交流事業を数多く行う富士
市立高校。地域住民等が学校運営に参画する学校運営協議会も、継続的に活動している。

組織的な地域連携の中で
生徒を育み、よりよい学校を創る
─静岡県・富士市立高校の実践から考える─

これからの学校教育の課題を深める
課題２　地域・家庭とともに生徒を育てる

学習指導要領の前文にもある通り、生徒の資質・能力の育成は、生徒や学校にかかわるすべての大人に
期待される役割となっている。地域全体で生徒を育てる学校づくりを推進するためには、

学校・地域・家庭の連携が欠かせないが、学校と地域・家庭は、互いにどうかかわり合うとよいのだろうか。
また、どのようなことが課題になるのだろうか。教育理念の１つに「コミュニティ・ハイスクール」を掲げる、

静岡県・富士市立高校の実践を通じて考える。

市
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
を

求
め
る
地
域
の
声
に
応
え
る

地域連携の
概要
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将
来
の
夢
や
探
究
心
を
育
み
た
い
と
い
う
本

校
の
方
針
が
合
致
し
、
よ
い
関
係
が
築
け
て

い
る
」
と
語
る
。

　
同
校
の
地
域
連
携
が
成
功
し
て
い
る
要
因

は
、
校
内
の
組
織
的
な
取
り
組
み
に
あ
る
。

　「
地
域
連
携
と
い
う
と
、
校
内
の
教
師
全

員
の
理
解
が
得
ら
れ
に
く
く
、
探
究
学
習
や

就
職
指
導
の
担
当
と
い
っ
た
一
部
の
教
師
が

担
う
単
発
の
取
り
組
み
に
終
わ
る
こ
と
も
多

い
と
聞
き
ま
す
。
本
校
は
、
地
域
に
貢
献
す

る
人
材
の
育
成
を
学
校
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
、
地
域
連
携
は
、
教
科

や
分
掌
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
教
師
が

か
か
わ
る
も
の
と
い
う
共
通
認
識
を
図
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
」（
滝
先
生
）

　
同
校
で
は
、
全
学
科
の
２
年
生
が
、
富
士

市
の
課
題
や
理
想
と
す
る
富
士
市
を
挙
げ
、

そ
の
課
題
に
対
す
る
方
策
や
理
想
の
実
現
方

法
を
高
校
生
が
考
え
て
企
画
・
提
案
す
る
探

究
学
習
「
市
役
所
プ
ラ
ン
」
に
取
り
組
む
。

　「『
市
役
所
プ
ラ
ン
』
に
取
り
組
む
期
間
は
、

２
年
生
全
員
が
、
富
士
市
市
民
部
ま
ち
づ
く

り
課
高
校
生
職
員
に
任
命
さ
れ
ま
す
。
地
域

の
人
と
話
し
合
い
な
が
ら
活
動
を
進
め
る
中

で
、
地
域
住
民
の
１
人
と
し
て
、
地
域
課
題

を
自
分
事
と
し
て
受
け
止
め
、
地
域
の
た
め

に
行
動
す
る
力
を
育
み
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、

地
域
連
携
は
、
本
校
の
生
徒
、
教
師
に
と
っ

て
、ご
く
身
近
な
も
の
な
の
で
す
」（
滝
先
生
）

　
す
べ
て
の
教
師
が
か
か
わ
る
同
校
の
地
域

連
携
だ
が
、
地
域
と
の
恒
常
的
な
連
携
を
牽

引
す
る
役
割
を
担
い
、
地
域
連
携
の
窓
口
で

あ
る
地
域
交
流
課
と
い
う
分
掌
が
同
校
に
は

設
置
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
学
校
で
は
、
地

域
連
携
を
専
門
と
す
る
分
掌
は
な
く
、
主
担

当
の
分
掌
の
仕
事
と
地
域
連
携
を
兼
務
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
教
師
が

負
担
感
を
覚
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
同
校

は
担
当
す
る
分
掌
を
置
い
た
の
だ
。

　「
外
部
か
ら
の
連
携
の
依
頼
に
対
応
す
る

だ
け
で
な
く
、
連
携
の
内
容
と
各
教
師
の
専

門
性
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
担
当
教
師
を
決

め
る
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
ビ

ジ
ネ
ス
な
ど
の
専
門
知
識
を
生
か
し
て
地
域

と
つ
な
が
る
教
師
が
多
い
こ
と
も
、
本
校
の

強
み
で
す
」（
滝
先
生
）

　
学
校
づ
く
り
に
地
域
の
声
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
る
の
も
同
校
の
特
徴
だ
。
中
学

校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
地
域
人
材
な
ど
か

ら
な
る
学
校
運
営
協
議
会
を
年
３
回
開
催

し
、
授
業
見
学
や
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を

基
に
、
学
校
運
営
へ
の
意
見
や
感
想
を
述
べ

合
っ
た
り
、
改
善
点
な
ど
を
提
案
し
た
り
し

て
い
る
。
委
員
の
意
見
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

生
徒
の
満
足
度
が
低
か
っ
た
土
曜
講
座
の
内

容
を
改
善
し
た
例
も
あ
る
。

　「
教
師
も
課
題
に
感
じ
な
が
ら
も
、
こ
れ

ま
で
改
善
し
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
委
員
の
ひ
と
言
が
背
中
を
押
し
て
く

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
え
て
平
日
の

昼
間
に
協
議
会
を
行
う
こ
と
で
、
授
業
を
見

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
、
学
校
の
真
の
姿
を

知
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」（
滝
先
生
）

リ
ア
ル
な
生
徒
の
姿
を
見
せ
て
、

学
校
改
革
を
後
押
し
し
て
も
ら
う

富士市立高校の多彩な地域連携の取り組み図１

静
岡
県・富
士
市
立
高
校

開
校	

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年

形
態	

全
日
制
／
総
合
探
究
科
・
ビ
ジ
ネ
ス
探
究
科
・
ス

ポ
ー
ツ
探
究
科
／
共
学

生
徒
数	

１
学
年
約
２
１
５
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
茨
城

大
、
静
岡
大
、
佐
賀
大
、
都
留
文
科
大
、
静
岡
県
立
大
、

静
岡
文
化
芸
術
大
な
ど
に
11
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
駒

澤
大
、
専
修
大
、
東
京
農
業
大
、
日
本
大
、
立
教
大
、
立

命
館
大
、
関
西
大
な
ど
に
延
べ
１
５
５
人
が
合
格
。

学
校
概
要

富
士
市
教
育
委
員
会

　指
導
主
事

滝
陽
介 

た
き
・
よ
う
す
け

県
立
高
校
教
諭
、
富
士
市
立
高

校
教
諭
を
経
て
、
現
職
。

NPO法人と連携し、同校の人工芝グラ
ウンドを使って、地域の人々と隔週で
フットサルのミニゲームを楽しむ。

多世代
交流サッカー

地域の生涯学習を推進するために、同校
の生徒が市役所やまちづくりセンターと
協働して行う英会話教室。

ALTと楽しく
話そう英会話

富士市内にある児童クラブや高齢者社会
福祉施設、地域の祭りなどに出張して駄
菓子などを販売する。

出張販売

市役所と連携して、地元小学生を対象に、
夏休みの１日、体験入学のイベントとし
て、夜間の学校探検を行う。

ナイトウォーク

同校の３年間を通じた探究学習「究タイ
ム」の１つで、市役所が提示した課題に
対する方策を考える、３科共通の２年次
の必修授業。優秀班は、市役所や地域の
防災イベントなどで発表を行う。

市役所プラン

ビジネス探究科の３年生が、課題研究の
授業で、地域の大学野球の交流試合の企
画・運営に取り組む。

大学野球オータム
フレッシュリーグの運営

※学校資料を基に編集部で作成。
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　地
域
連
携
が
進
む
中
、
教
師
の
意
識
に
も

変
化
が
表
れ
て
い
る
。
滝
先
生
は
、「
地
域

か
ら
参
加
要
請
が
あ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
生
徒

に
紹
介
す
る
際
、
生
徒
の
希
望
進
路
を
踏
ま

え
て
ふ
さ
わ
し
い
生
徒
を
各
学
年
団
に
選
抜

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
期
待
に
応

え
る
と
と
も
に
、
生
徒
と
活
動
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
進
路
意
識

の
向
上
も
図
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　同
校
で
は
、
学
年
団
が
中
心
と
な
っ
て
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
志
望
を
把
握
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
探
究
学
習
に
取
り
組
ま
せ
る
中

で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
、
生
徒
が
外
部
の
活
動

に
参
加
す
る
際
に
求
め
ら
れ
る
力
を
身
に
つ

け
て
い
る
か
ど
う
か
も
見
て
い
る
と
い
う
。

　今
後
は
、
地
域
の
依
頼
に
応
じ
て
生
徒
を

参
加
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
徒
が
自
ら

「
地
域
の
こ
の
問
題
を
解
決
し
た
い
」
と
声

　富
士
市
の
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
方
か
ら
、「
富
士
市
立
高
校
の
学
校
運
営

協
議
会
の
委
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
」
と
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
委
員
に
な
り
ま
し

た
。
私
の
子
ど
も
が
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い

た
の
で
、
富
士
市
立
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
は
入
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
外
で
は
学
校
に
か
か
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
市
立
高
校
と
言
え
ば
、

探
究
」
と
い
っ
た
声
が
耳
に
入
っ
て
き
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
正
直
、「
探
究
っ

て
何
？
」と
い
う
状
態
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

ど
ん
な
授
業
を
行
っ
て
い
る
学
校
な
ん
だ

ろ
う
と
い
っ
た
興
味
は
あ
り
ま
し
た
。

　実
際
に
学
校
運
営
協
議
会
に
参
加
し
て

み
て
、
分
か
っ
た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
私
た
ち
大
人
は
、「
ど
こ
の

大
学
に
何
人
合
格
し
た
」
と
い
っ
た
進
学

実
績
だ
け
で
高
校
を
見
が
ち
で
す
が
、
そ

の
結
果
に
至
る
ま
で
に
、
先
生
方
が
い
ろ

い
ろ
な
取
り
組
み
を
熱
心
に
行
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
ま
で
見
え
な

か
っ
た
も
の
が
見
え
た
よ
う
な
気
が
し
て
、

学
校
が
地
域
に
発
信
す
る
べ
き
こ
と
は
、

進
学
実
績
以
上
に
、
学
校
の
中
の
教
育
活

動
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　授
業
見
学
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

高
校
生
が
明
る
く
、
楽
し
そ
う
に
授
業
を

受
け
て
い
る
こ
と
は
、
実
際
に
学
校
を
訪

れ
て
、
普
段
の
授
業
の
様
子
を
見
た
か
ら

こ
そ
分
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
気

に
な
っ
て
い
た
「
探
究
」
も
、
発
表
会
に

参
加
し
て
、
こ
う
い
う
学
び
が
探
究
な
ん

だ
と
、
私
た
ち
の
時
代
に
は
な
か
っ
た
新

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
探
究
は
、
自
分
が

知
っ
て
い
る
教
科
の
授
業
と
は
全
く
違
う

も
の
で
、
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。　学

校
運
営
協
議
会
に
は
、
私
の
よ
う
な

教
育
の
専
門
家
で
は
な
い
人
も
参
加
し
て

い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
多
様
な
人
が
集
ま
っ

て
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
で
、
い
つ
も
学
校
の
中
で
生
徒
と
向
き

合
っ
て
い
る
先
生
方
に
は
な
い
ユ
ニ
ー
ク

な
発
想
の
意
見
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
学
校
運
営
協
議
会
が
中
心

と
な
っ
て
、
地
域
の
多
様
な
大
人
た
ち
が

普
段
か
ら
生
徒
に
少
し
ず
つ
か
か
わ
り
、

生
徒
を
支
え
る
学
校
や
地
域
に
な
っ
て
い

け
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

を
上
げ
、
地
域
に
提
案
し
、
主
体
的
に
地
域

の
問
題
解
決
に
取
り
組
む
意
欲
や
姿
勢
を
育

ん
で
い
く
こ
と
が
目
標
だ
。「『
市
役
所
プ
ラ

ン
』
な
ど
の
探
究
学
習
を
通
し
て
課
題
意
識

を
高
め
た
生
徒
が
、
主
体
的
に
地
域
に
足
を

運
び
、
探
究
学
習
に
取
り
組
む
仕
組
み
を
つ

く
り
た
い
」
と
、
滝
先
生
は
語
る
。

　こ
れ
か
ら
地
域
連
携
の
取
り
組
み
を
充
実

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
学
校
は
、
地
域
連

携
の
意
義
を
学
校
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
、
滝
先
生
は
強
調
す
る
。

　「本
校
が
組
織
的
に
地
域
連
携
に
取
り
組

め
て
い
る
の
は
、
教
師
全
員
が
教
育
理
念
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ら
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
生
徒
を
育
て
る
の
か
、

な
ぜ
、
地
域
連
携
が
必
要
な
の
か
を
校
内
で

議
論
し
、
共
通
認
識
を
図
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
」

生
徒
の
志
望
・
適
性
と
地
域
の

ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
意
識

地
域
の
大
人
が
少
し
ず
つ
か
か
わ
っ
て
、

生
徒
を
育
て
て
い
き
た
い

学
校
運
営
協
議
会
　

委
員小泉

彩さ
い

子こ

さ
ん

地
の
域
声

地域連携の
成果と展望

学校と地域・家庭がともに生徒
を育てていくためには、学校と
地域・家庭の双方にどのような
ことが必要とされるのか─。

本記事で取り上げた静岡県・富士市
立高校の実践を踏まえ、８月号からは、
地域や家庭から見た学校の学び・生
徒の姿をテーマとした連載をスタート
します。ご期待ください！
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地域連携実践リポート

「第22回　人工芝で遊ぼう」
（2023年５月18日開催）

同校では年２回、校内の人工芝グラウンドにおいて、地域の未就園児とその保護者を対象とした交流事業を行っ
ている。スポーツ探究科の２年生とボランティアの生徒（教員志望者、保育士志望者など）が、人工芝を生かし
た遊びを考案し、遊具の準備から運営までを行う。生徒たちは、子どもたちがけがをしないよう、細心の注意を
払いつつ、子どもたちの様子や反応を見ながら遊びの内容を変更するなど、臨機応変に対応。あちこちで子ども
たちのはしゃぐ声が響き、笑顔がはじけていた。

「地域の人との交流を通して、社会で役立つコミュニケーション力
を身につけたい」と、取り組みへの期待を語る生徒も多かった。

どの遊具でどんな遊びをするのかは、すべて生徒が計画。教師は
見守るだけで、まさに生徒が創る地域との交流の場になっていた。

保護者の声 生徒の声

上の子の時から、定期的に参加していま
す。人工芝で遊べる機会はなかなかあり
ませんし、大きいお兄さんやお姉さんに
遊んでもらえる経験も貴重だと思いま

す。近年はコロナ禍などもあって、人とのかかわりが薄れ
てきているように感じます。大きなイベントでなくてもよ
いので、学校が中心になって、子どもたちが人と接する機
会をつくってもらえるとありがたいです。

〈青木千明さん〉

子どもたちと遊んでいると、自分たちが必要
とされていると感じられるので、やりがいが
あります。この活動を通して、１人でも多く
の子どもが、身体を動かす遊びや運動を好き

になってくれたらうれしいです。「究タイム」という探究
学習の時間に、富士市の魅力や課題について調べています
が、実際に子どもたちと接したことで、さらに富士市を身
近に感じられるようになりました。　　　　〈小林晴香さん〉

上の子２人が参加して、とても喜んでい
たので、今回も参加しました。人工芝な
ので安全ですし、大きいお兄さんやお姉
さんが遊んでくれる機会も少ないので、

子どもたちにとってはよい経験になっていると思います。
今回は未就園児が対象でしたが、園児や小学生が、縄跳び
や鉄棒、自転車の乗り方などを教えてもらえるイベントを
企画してもらえるとうれしいです。

〈望月真
ま

希
き

さん〉

準備の段階では、自分たちは何をすべきかを
考え、みんなでアイデアを出し合いました。 
小さい子どもたちに楽しんでもらうために
は、まず、自分自身が子どもの気持ちに戻っ

て考えることが大切だと思いました。また、今回のような
場をつくることで、保護者同士の交流が生まれれば、お母
さんたちの負担感を減らすことにもつながります。保護者
にとっても意味のあるイベントになっていたらうれしいで
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈篠原柚葉さん〉

富士市の広報紙を見て、このイベントを
知りました。人工芝で遊ぶ機会は貴重だ
と思い、今回初めて参加しました。子ど
もの様子を見ると、最初は緊張していた

ようでしたが、高校生が優しく接してくれたので、だんだ
ん楽しめるようになっていったと思います。広くて立派な
グラウンドで遊ぶことも新鮮に感じているようでした。私
自身も市民として、富士市立高校をより身近に感じられる
ようになりました。　　　　　　　　　　   〈高田恭平さん〉

私は部活動では野球部に所属していますが、
試合にはいつも、地域の方が子ども連れで応
援に来てくれます。自分たちは地域に支えら
れていると感じる機会が多いので、今回は地

域に恩返ししようという気持ちで取り組みました。計画か
ら準備、運営まで、先生の手は借りず、ほぼすべてを生徒
たちで行いました。子どもたちにけがをさせないことを第
一に考え、どうしたら楽しんでもらえるかという視点で、
アイデアを出し合いました。　　　　　　　〈佐藤壮

たける

琉さん〉
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